
●
三
浦 

正
司 

議
員

　
防
災
ラ
ジ
オ
の
グ
ル
ー

ピ
ン
グ
機
能
は
、
ど
の
程

度
設
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
各
町
内
会
等
の
グ

ル
ー
プ
化
が
な
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
新
た
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
追
加

方
法
や
、
費
用
負
担
、
連
絡
・
放
送
は
誰

が
行
い
、
そ
の
課
題
は
何
な
の
か
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
の
グ
ル
ー
ピ
ン

グ
の
設
定
状
況
に
つ
い
て
は
、

市
内
全
域
、
町
内
会
区
域
な
ど

５
種
類
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
新

た
な
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
追
加
方
法
に
つ

い
て
は
、
設
定
す
る
グ
ル
ー
プ
の
防
災

ラ
ジ
オ
を
一
旦
回
収
し
て
、
専
用
ソ
フ

ト
の
入
っ
た
市
の
パ
ソ
コ
ン
で
設
定
作

業
を
す
る
が
、
費
用
は
か
か
ら
な
い
。

ま
た
、
連
絡
・
放
送
に
つ
い
て
は
、
市

が
パ
ソ
コ
ン
で
設
定
・
入
力
を
し
て

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
は
、
専
用
ソ
フ
ト
が
高
額
な
点

と
町
内
会
等
で
放
送
す
る
際
の
個
人
情

報
等
の
取
り
扱
い
な
ど
を
定
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

●
山
口 

弘
宣 

議
員

　
中
国
北
京
市
を
中
心
に

発
生
し
て
い
る
重
度
の
大

気
汚
染
物
質
が
、
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
偏
西
風
に

乗
っ
て
、
大
村
市
上
空
に
飛
来
し
て
く

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
Ｐ
Ｍ
２・５

と
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
の
近
況
と
今

後
の
予
測
に
つ
い
て
尋
ね
る
。
ま
た
、

県
か
ら
注
意
喚
起
等
が
発
令
さ
れ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

　
Ｐ
Ｍ
２・
５
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
・
26
年
度
は
環
境
基
準

に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
27
年
度

は
適
合
し
て
い
る
。
26
年
２
月
に
は
県

央
地
区
で
一
度
注
意
喚
起
が
発
令
さ
れ

た
。
ま
た
、
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に

つ
い
て
は
、
25
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で

の
過
去
３
年
間
、
環
境
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
。
21
年
度
に
一
度
注
意
報
が

発
令
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
降
は
あ
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
も
活
用
し
、
マ
ス

ク
着
用
の
周
知
等
に
よ
り
、
迅
速
に
対

応
し
た
い
。
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▼
注
４
：
企
業
内
又
は
事
業
所
の
近
辺
に
用
意
さ
れ
た
、
育
児
中
の
従
業
員
の
た
め
の
託
児
施
設

▼
注
５
：
市
町
村
が
現
物
給
付
方
式
で
助
成
す
る
場
合
、
医
療
機
関
で
受
診
す
る
患
者
数
が
増
加
す
る
と
の
解
釈
に
よ
り
、
増
え
た
医
療
費
分
に
つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
が
減
額
さ
れ
る
仕
組
み

３月定例会では、18名の議員が質問を行いました。
主な内容をご紹介します。

市政一般 質問

市政一般質問

■ 防犯・防災
■ 生活・環境
■ 福祉・医療・保健
■ 産業・経済・労働
■ 教育・文化・スポーツ
■ 都市整備
■ 行財政・一般

■ 
■ 
■ 
■ 産業・経済・労働
■ 教育・文化・スポーツ
■ 都市整備
■ 行財政・一般

P8
P8
P8
P11
P12
P13
P14

● 索　引 ●

防
犯
・
防
災

防
災
ラ
ジ
オ
の

「
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
」の
活
用
を

生
活
・
環
境

近
年
の
大
気
汚
染
の
現
状
と

　
注
意
喚
起
に
つ
い
て

　

福
祉・医
療・保
健

答

答

●
野
島 

進
吾 

議
員

　
県
内
初
と
な
る
、
初
回

の
治
療
費
に
限
り
、
県
の

助
成
を
差
し
引
い
た
金
額

の
全
額
を
市
が
助
成
す
る

不
妊
症
・
不
育
症
等
支
援
対
策
事
業
の

詳
細
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な

事
業
は
、
出
産
を
あ
き
ら
め
か
け
て
い

る
方
々
に
希
望
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る

素
晴
ら
し
い
事
業
だ
と
思
っ
て
い
る
た

め
、
病
院
等
と
連
携
し
、
支
援
を
受
け

た
い
方
に
情
報
が
届
く
よ
う
広
報
活
動

を
お
願
い
し
た
い
。

　
不
妊
症
・
不
育
症
等
支
援
対

策
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成
29

年
４
月
１
日
以
降
に
特
定
不
妊
治
療
を

開
始
さ
れ
た
方
の
初
回
治
療
費
へ
の
助

成
額
を
増
額
す
る
も
の
で
あ
る
。
初
回

に
お
よ
そ
50
万
円
前
後
か
か
っ
て
い
る

治
療
費
に
つ
い
て
、
県
の
30
万
円
の
助

成
を
差
し
引
い
た
金
額
の
全
額
（
上
限

25
万
円
）
を
、
市
が
助
成
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
30
人
の
利
用
を
見
込
ん
で

い
る
。

不
妊
症・不
育
症
等

　
支
援
対
策
事
業
に
つ
い
て

答

●
北
村 

貴
寿 

議
員

　
認
可
外
保
育
施
設
で
の

第
２
子
保
育
料
無
料
化
を

求
め
る
声
が
あ
る
。
認
可

保
育
所
を
さ
ら
に
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
保
育
士
の
確
保
策
を
講

じ
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
障

が
い
児
が
認
可
保
育
所
へ
の
入
所
を
断

ら
れ
る
事
例
が
あ
る
と
聞
く
た
め
、
障

が
い
児
保
育
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
働
く
世
代
に
と
っ
て
は
、

事
業
所
内
保
育
施
設
の
利
便
性
は
魅
力

的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
村
市
で
も
推

進
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
け
ん
引
役
と

し
て
、
市
役
所
内
へ
の
設
置
を
目
指
し
、

事
業
者
を
公
募
し
て
は
ど
う
か
。

　
認
可
保
育
所
へ
の
入
所
希
望

児
童
の
急
増
に
よ
り
、
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
を
見
直
す
と
と
も

に
、
受
け
入
れ
枠
の
拡
大
を
目
指
し
、

現
在
、
保
育
所
等
の
運
営
事
業
者
を
募

集
し
て
い
る
。
障
が
い
児
保
育
に
つ
い

て
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
保
育
施
設

へ
の
助
成
事
業
等
を
今
後
も
継
続
す
る
。

ま
た
、
市
庁
舎
内
へ
の
保
育
施
設
の
設

置
に
つ
い
て
は
、
今
後
協
議
を
進
め
た

い
。 子

ど
も
た
ち
の

　
保
育
環
境
の
拡
充
を
！

答

●
山
北 

正
久 

議
員

　
女
性
特
有
の
が
ん
で
あ

る
「
子
宮
頸
が
ん
」
と
、

女
性
の
12
人
に
１
人
が
か

か
り
、
女
性
の
が
ん
の
２

割
を
占
め
る
「
乳
が
ん
」
に
つ
い
て
は
、

こ
の
15
年
間
で
２
倍
程
度
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
検
診
率
向
上
の
ハ
ー
ド

ル
は
依
然
と
し
て
高
く
、
今
以
上
の
啓

発
と
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
若
く
し
て

患
者
と
な
ら
れ
た
方
々
や
そ
の
家
族
、

ま
た
幼
子
を
残
し
て
乳
が
ん
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
遺
族
に
対
す
る
ケ
ア
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
等
に

対
す
る
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
長

崎
医
療
セ
ン
タ
ー
に
、
が
ん
サ
ロ
ン

「
語
ら
ん
場
」
、
昨
年
12
月
に
は
旧
大

村
浜
屋
ビ
ル
の
在
宅
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
、
が
ん
サ
ロ
ン
「
ひ
ま
わ

り
」
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し

て
も
、
市
内
の
が
ん
サ
ロ
ン
の
ス
タ
ッ

フ
と
連
携
し
な
が
ら
、
患
者
等
か
ら
の

相
談
に
対
し
て
、
同
様
に
対
応
し
た
い
。

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
と

　
患
者・家
族
の
ケ
ア
問
題

答

●
小
林 

史
政 

議
員

　
就
学
前
の
児
童
を
対
象

と
し
た
乳
幼
児
医
療
費
の

助
成
に
つ
い
て
、
大
村
市

が
現
在
の
委
任
払
い
方
式

か
ら
現
物
給
付
方
式
に
移
行
で
き
な
い

理
由
の
１
つ
と
し
て
き
た
国
民
健
康
保

険
の
国
庫
負
担
金
の
減
額
調
整
措
置
、

い
わ
ゆ
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
、
国
は
平
成

30
年
度
か
ら
無
条
件
で
廃
止
す
る
方
針

で
あ
る
と
発
表
さ
れ
た
。
大
村
市
の
方

針
は
国
の
方
針
と
逆
行
し
て
い
る
こ
と

を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
過
去
の
答
弁

や
請
願
等
の
経
緯
を
考
慮
し
、
今
こ

そ
、
乳
幼
児
医
療
費
の
現
物
給
付
を
導

入
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
現
物
給
付
を

導
入
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
て
い
る
中
学
校

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
を
実
現
す
る
た

め
、
補
助
金
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
た
補
助
金
の
縮

小
や
廃
止
、
第
２
子
保
育
料
無
料
化
の

廃
止
の
検
討
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保

の
た
め
の
行
政
改
革
に
着
手
す
る
。

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

に
つ
い
て

答

●
廣
瀬 

政
和 

議
員

　
保
育
所
に
入
れ
な
い
待

機
児
童
が
、
全
国
的
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
本
市
に
お
い
て
も
、

１
７
５
名
の
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
原

因
は
、
保
育
士
不
足
に
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
新
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い

る
保
育
士
等
確
保
対
策
事
業
と
「
保
育

士
の
卵
ウ
ェ
ル
カ
ム
ツ
ア
ー
」
の
内
容

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
保
育
士
等
確
保
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
教
育
・
保

育
施
設
に
保
育
士
、
看
護
師
と
し
て
就

職
す
る
方
を
対
象
に
、
就
職
祝
い
金
と

し
て
、
正
規
職
員
に
５
万
円
、
パ
ー
ト

等
職
員
に
２
万
５
，
０
０
０
円
、
さ
ら

に
市
外
か
ら
市
内
に
転
入
し
就
職
す
る

場
合
は
、
就
職
祝
い
金
と
同
額
の
転
入

準
備
金
を
、
一
人
一
回
に
限
り
支
給
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
保
育
士
の

卵
ウ
ェ
ル
カ
ム
ツ
ア
ー
」
に
つ
い
て
は
、

保
育
課
程
を
有
す
る
県
内
の
大
学
等
の

卒
業
予
定
者
を
市
内
の
教
育
・
保
育
施

設
等
に
招
待
し
、
見
学
会
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。

保
育
所
に
入
れ
な
い

　
待
機
児
童
を
な
く
す
た
め
に

答

注
４

注
５


